
Ⅲ 調 査 票
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【お願い】
アンケート回答の前に県政モニターID番号
を左の枠内に記入してください。

記載欄（ﾓﾆﾀｰIDが不明な場合のみ記載してください）

県政モニターID番号がご不明の場合はお
手数ですが本人確認のため、お名前、生
年月日を右側の記載欄にご記入をお願い
します。
【記載例】　 　長野 太郎

　（昭和22年2月22日）

氏　　名（　 　）

生年月日（　 　年　 　月　 　日）

【地域防災力の充実強化について】

　長野県では、総合5か年計画「しあわせ信州創造プラン2.0」において、県土の強靱化（各種災害による
被害を最小限に抑え、県民の生命と財産を守ること）のため「消防防災体制の充実」を掲げ、地域防災力
の向上に力を入れております。
　つきましては、防災活動への参加状況や消防団の活動についてお伺いします。

問１ 　地域で実施されている防災活動（防災訓練、講習会等）に、ご本人または同居のご家族の方
が参加されたことはありますか。当てはまるものを選んでください。
（○は１つ）

① 参加したことがある 問２以降にお答えください。

問３ 　あなたの地域の消防団はどのような活動を行っていますか。ご存知のものを選んでください。
（○はいくつでも）

② 参加したことはない 問３以降にお答えください。

問２ 　問１で①を選ばれた方にお伺いします。
　あなたは、どのような防災活動に参加したことがありますか。当てはまるものを選んでくだ
さい。（○はいくつでも）

① 自治会などの地域単位で行っている防災活動（防災訓練等）

⑥ その他の活動（ 　　）

② 有志による防災ボランティア活動

③ 行政等で実施する防災に関する講習会等

④ その他（ 　）

① 火災を防ぐ活動（啓発活動・訓練を含む）

② 風水害等への対応（訓練を含む）

③ 大規模災害への対応（訓練を含む）

④ 防災訓練や救護講習の指導

⑤ 地域活動（地域行事への支援、高齢者の見回り等）

⑦ どんな活動をしているか分からない
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① 年額報酬等を増額する（※１）

問４ 　消防団は様々な活動を行っていますが、消防団に今後最も重点的に 行ってもらいたい活動は何
ですか。当てはまるものを選んでください。（○は１つ）

① 火災を防ぐ活動（啓発活動・訓練を含む）

② 風水害等への対応（訓練を含む）

③ 大規模災害への対応（訓練を含む）

④ 防災訓練や救護講習の指導

⑤ 地域活動（地域行事への支援、高齢者の見回り等）

⑥ その他の活動（ 　　）

問５ 　長野県の消防団員は減少傾向にありますが、今後も消防団活動を維持していくための方策とし
て何が効果的だと思いますか。当てはまるものを選んでください。（○はいくつでも）

※２　消防団の活動内容（団によって多少異なります）
○平常時の活動

消防団としての基本的な訓練をはじめ、地域の皆さんに対しての訓練指導やお年寄りの家庭に防火を
呼びかける訪問、災害危険のある所の把握などさまざまな活動をしています。

（活動の具体例）
・火災に備えたポンプの操作訓練
・家庭を訪問しての防火指導、子どもへの防災教育等の啓発活動
・出水期に備えた水防訓練
・防災知識や救命方法を学ぶ講習会
・お祭り等、地域活動での交通誘導等の運営支援

○災害時の活動
地域に密着しており、多くの団員が集まれる特色を生かして、火災現場での消火活動、水防活動、台風時の
警戒をはじめ住民の避難誘導、警戒区域の設定など常備消防と連携した活動を行っています。

② 報酬以外で直接的なメリットを付与する（※１）
（ドリンク１杯無料や５％割引といった特典サービスなど）

③ 訓練や関係行事の縮小など負担軽減を図る（※２）

④ 消防団員の働く会社が、消防団活動に協力的になる（※１）
（勤務中に出動しやすい環境など）

⑤ その他（ 　　　）

⑥ 分からない

※１　長野県消防団員の待遇（市町村によって金額や内容が異なります。）
○報酬

・定額（年額）…平均18,292円（平成31年４月１日現在。速報値）
・その他、出動内容に応じた手当あり

○報酬以外のメリット（サポート体制）
・消防団協力事業所

勤務時間中の消防団活動への便宜や、従業員の入団促進を行う事業所を認定。
認定事業所は一定額の減税措置を受けられる。

・信州消防団員応援ショップ
消防団員及びその家族が『信州消防団員カード』を登録店舗に提示すると、それぞれの店舗ごと
定められたサービス（商品の割引、ドリンクサービス等）を受けることができる。

・公務災害補償
負傷時の療養補償、傷病保障年金等
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③ 保健所・保健センター等、行政の窓口

④ テレビ・ラジオ

⑤ 新聞・雑誌・書籍

⑥ 国立がん研究センター、行政機関のウェブサイト

⑦ インターネット（⑥以外）

⑧ 家族・友人・知人

【がん対策について】

　長野県における『がん』による死亡者数は年間6,000人を超え、死因の第１位となっております。県で
は『がん』の予防や早期発見を推進するため、がんに関する知識の普及や、がん検診の受診の啓発に取り
組んでおります。
　つきましては、今後の取組の参考とするため、以下の点についてお伺いします。

問６ がんに関する情報をどこから収集していますか。当てはまるものを選んでください。（○はいく
つでも）

① がん診療連携拠点病院等に設置された「がん相談支援センター」

② 病院・診療所の医療従事者（医師・看護師など）

⑨ その他（ 　）

⑩ 情報を収集しようと思わない／関心がない
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B型、C型肝炎ウイルス（※４）の感染の有無は、保健所で検査することができる

HPV（ﾋﾄﾊﾟﾋﾟﾛｰﾏｳｲﾙｽ）（※５）のワクチンは、定期予防接種の対象である

問７
　生活習慣の改善やウイルスの感染を防ぐことにより、がんになるリスクを軽減する
ことができます。
　つきましては、がんの予防に関するご自身の取組やご存知のことについて、項目ごとに当ては
まるものを選んでください。（○はそれぞれ１つずつ）

（問７-１）生活習慣に関する取組について

予防方法： 心がけている 知っている 知らない

③ お酒を飲むときは適量（※１）を心がける 1 2 3

④ 肉と魚をバランス良く食べる 1 2 3

① たばこは吸わない 1 2 3

② 他人のたばこの煙をできるだけ避ける 1 2 3

⑦ 適度に運動する（※２） 1 2 3

⑧ 適切な体重を維持する（※３） 1 2 3

⑤ 塩辛い食品は控えめにする 1 2 3

⑥ 野菜や果物を豊富に（1日350グラム以上）食べる 1 2 3

(※１)１日の目安として日本酒なら１合、焼酎（25度）なら0.6合、ビールなら大瓶
 　１本、ワインならグラス２杯までです。

(※２)運動の目安は、歩行などの身体活動を１日60分、また、息がはずみ汗をかく
 　程度の運動を、１週間に60分程度です。

(※３)肥満度を表す指標であるBMIは、体重（kg）÷身長（m）の二乗により求めます。
 適正な体重の範囲は、男性はBMI値21～27、女性は21～25の範囲とされています。

(※４)肝臓がんなどの発生に関わるウイルスであり、主に血液・体液に接触すること
 により感染します。

(※５)子宮頸がんなどの発生に関わるウイルスであり、主に性的接触により感染します。

（問７-２）肝炎ウイルスの感染予防について

① 知っている ② 知らない

（問７-３）HPVの感染予防について

① 知っている ② 知らない
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問８ 　厚生労働省「国民生活基礎調査」によると、５大がん（胃、肺、大腸、子宮頸、乳）における
長野県の平均検診受診率は約48％で、「第２期信州保健医療総合計画」（2018～2023年）におけ
る目標値の50％に達しておりません。
　あなたが考える「がん検診の受診率が低い理由」は何だと思いますか。当てはまるものを選ん
でください。（○はいくつでも）

① がん検診の日時や場所に都合が合わないから

② 検診費用がかかるから

③ がんであるとわかるのがこわいから

⑨ 定期的に（何回も）受診するのは面倒だから

⑩ 理由はない／わからない／考えたことがない

※主ながん検診
■胃がん検診

・胃部エックス線検査
　バリウムを飲み、エックス線で胃を撮影します。

・胃内視鏡検査
　胃の中を内視鏡で直接観察する検査です。

■大腸がん検診
・便潜血検査

　便の中の血液反応から、大腸内の出血の有無を調べます。
■肺がん検診

・胸部エックス線検査
　肺全体をエックス線で撮影します。

■子宮頸がん検診
・細胞診

　子宮頸部の細胞を採取し、顕微鏡で診断します。
■乳がん検診

・乳房エックス線検査（マンモグラフィ）
　乳房を装置ではさみ、圧迫してエックス線撮影します。

④ 心配なときは医療機関を受診できるから

⑤ 検査に伴う苦痛に不安があるから

⑥ うっかり受診するのを忘れてしまっているから

⑦ がん検診の受け方がわからないから

⑧ がん検診の効果に疑問を持っているから
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問９ 　県内には、がんに関する相談窓口として、がん診療連携拠点病院や地域がん診療病院などに
「がん相談支援センター」が設置されております。あなたは「がん相談支援センター」をご存知
ですか。当てはまるものを選んでください。（○は１つ）

問10 　問９で①または②を選ばれた方にお伺いします。「がん相談支援センター」について、あなた
がご存知のことを選んでください。（○はいくつでも）

① お住まいの地域の「がん相談支援センター」（※1）の設置病院の所在地

② その病院に通院していなくても、誰でも無料で利用できること

① 知っている

問10以降にお答えください

② 聞いたことがある

③ 知らない
がん対策に関する質問は以上です。
問11へお進みください。

※1　がん相談支援センター
がん診療連携拠点病院等が設置する「がん相談支援センター」では、患者さんやご家族の不安や

疑問に適切に対応するため、看護師などの専門の相談員を配置し、面談や電話などによりがんに
関する様々な相談に応じています。がんに関する医療情報の提供、地域の医療機関の紹介、就労や
セカンドオピニオンに関する相談が受けられます。

＜がん相談支援センターを設置する医療機関＞

※2　セカンドオピニオン
治療方法などについて、現在の主治医以外の医師に意見を求めることを言います。

⑥ がん患者の療養上の相談を行っていること

⑦ 仕事に関する相談（会社の休業制度や就労支援など）を行っていること

⑧ アスベストによる肺がん等に関する医療相談を行っていること

③ 地域の病院の診療機能、入院・外来の待ち時間に関する情報提供を行っていること

④ 診療従事者（医師等）の専門分野・経歴等に関する情報提供を行っていること

⑤ 「セカンドオピニオン」（※2）の提示が可能な医師の紹介を行っていること

地域 医療機関名 地域 医療機関名
佐久 佐久総合病院佐久医療センター 松本 信州大学医学部附属病院
上小 信州上田医療センター 松本 相澤病院
諏訪 諏訪赤十字病院 大北 北アルプス医療センターあづみ病院
上伊那 伊那中央病院 長野 長野赤十字病院
飯伊 飯田市立病院 長野 長野市民病院
木曽 木曽病院 北信 北信総合病院
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② 一戸建て（賃貸） ⑥ 公営住宅（県営・市町村営住宅など）

③ マンション（自己又は家族所有） ⑦ 社宅・官舎・寮など

④ マンション（賃貸） ⑧ その他（ 　　　　）

【信州の住まいについて】

　近年、少子高齢化や空き家の増加、地域コミュニティの衰退など「住まい」を取り巻く環境が大きく変
化しているため、長野県では、豊かな自然や美しい景観、地域の歴史や文化に根差した、信州らしい「暮
らしと住まい」を実現する方策を検討しております。
　つきましては、県民のニーズを把握するため、以下の点についてお伺いします。

問11 　現在のお住まいについて、当てはまるものを選んでください。（○は1つ）

① 一戸建て（自己又は家族所有） ⑤ 賃貸アパート

③ 転勤先の住まいが必要になったため ⑧ 田舎暮らしできる場所に所在するため

④ 結婚して住まいが必要になったため ⑨ 移住してきたため

⑤ 就学中の住まいが必要となったため ⑩ その他（ 　　　）

問12 　現在のお住まいに居住したきっかけ（理由）について、当てはまるものを選んでください。（○
はいくつでも）

① 実家であるため ⑥ 通勤・通学等に便利な場所に所在するため

② 実家（又は親戚の家）に近いため ⑦ まちなかで便利な場所に所在するため

① 単身（自身のみ） ④ 親子孫（3世代）

② 夫婦 ⑤ 友人・同僚（ルームシェア）

③ 親子（2世代） ⑥ その他（ ）

問13 　現在の住宅に住む前はどちらにお住まいでしたか。（○は1つ）
（※居住地の変更がない場合は、①長野県内（同一市町村内）を選んで下さい。）

① 長野県内（同一市町村内） ② 長野県内（他市町村） ③ 長野県外

問14 　現在のお住まいの同居者は、次のうちどれに当てはまりますか。（○は1つ）
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③ はっきりした四季を感じることができる ⑨ 伝統文化や生活文化が継承されている

④ 地域や人とのつながりを感じられる ⑩ 特にない

⑤ 田舎暮らしができる ⑪その他（ 　　）

問15 　信州の住まいの中で特に良いと感じているところについて、当てはまるものを選んでください。（○は
３つまで）

① 豊かな自然環境・美しい景観 ⑦ まちなか（市街地）での生活がしやすい

② まちと自然の距離が近い ⑧ 大都市圏へのアクセスが良い

① 冬の生活が厳しい（雪・寒さ） ⑥ 日常の買い物ができる場所が近くにない

② 公共交通機関が不十分 ⑦ 近隣や地域とのつながりが希薄

③ 子育て支援が不十分 ⑧ 特にない

⑥ 子育てしやすい環境がある

問16 　信州の住まいの中で不便と感じているところについて、当てはまるものを選んでください。（○は３つ
まで）

問18 　住まいに関する次の項目のうち、あなたの考えは①・②のどちらに近いか選んでください。（それぞれ
①・②のどちらかに○）

① 緑に囲まれた自然豊かな環境 ⑥ 高齢者や障がい者等が生活しやすいバリアフリー住宅

② 徒歩圏内で生活できる環境 ⑦ 冬は暖かく、夏は涼しい住まいの性能

③ 公共交通機関の充実 ⑧ 住まいの耐震性能

④ 交流の場が少ない ⑨ その他（ 　　　　）

⑤ 病院や福祉施設等が近くにない

問17 　住まいを探す際に、優先する項目を選んでください。（○は３つまで）

（問18－１）　住宅の状態について

① 新築住宅にこだわる ② 条件によっては中古住宅でもよい

（問18－２）　居住地について

① 一つの地域に住み続けたい ② ライフスタイルの変化に合わせて住み替えしたい

④ 居心地の良いご近所や人とのつながり ⑨ 自然・再生エネルギーの活用

⑤ 子育てしやすい環境 ⑩ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（問18－５）　住宅の所有形態について

① 持家が良い ② 賃貸住宅が良い

（問18－６）　地域の交流について

① 参加していきたいと思う ② どちらかというと参加したくない

（問18－３）　居住する場所について

① 利便性の良いまちなかに住みたい ② ゆとりのある郊外に住みたい

（問18－４）　住宅の種類について

① 一戸建てが良い ② マンションが良い
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※１　週末や一年のうちの一定期間を別の地域で過ごすこと

※２　情報通信技術を活用した、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方

※３　自給（農）と、自分の生業（X）を組み合わせて生計を立てること

アンケートは以上で終了です。ご協力ありがとうございました。

③ シェアハウス（他人との共同生活） ⑦ 半農半X（※３）

④ 自宅で仕事（業）をする ⑧ その他（ 　　　）

問20 　住まいに関する施策のうち、特に重要と思われるものについて当てはまるものを選んでください。（○
は３つまで）

問19 　あなたが県内で将来してみたい暮らしについて、当てはまるものを選んでください。
（○はいくつでも）

① まちなか暮らし（市街地） ⑤ 二地域居住（※１）

② 田舎暮らし（中山間地域） ⑥ テレワーク（※２）

③ 子育て世代の住宅支援 ⑧ 省エネ対策に係る支援

④ 高齢者の住宅支援 ⑨ その他（ 　　　）

⑤ 公営住宅（県営・市町村営）の充実

① 空き家や中古物件の流通促進 ⑥ 自宅の新築・改修に係る支援

② 危険な空き家の除却 ⑦ 耐震対策に係る支援
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